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そのアプローチの特色は、第一に il寺1引を複合的に把握する点である。石原邦雄 (1985) は
ライフコース研究の独自性を i{由人と社会の関連(相互作用)を時間輸の中で捉える観点」に認め
ているが、その際の「時間j として f加齢に伴う偲人i即時間 (individ ual time) 、各種の社会関
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(3) professional growthおよびprofessional developmentが、日本に紹介・導入されるにつれ
て「職能成長Jという訳語が一般的に使用されるようになったが、例えば、小山は自らの研究
上のアイデンティティの表明として「フロフェッショナル・グロース」という語を使用するし、
I~は「織能発達J という語を使用している。
(4) 教fJil像の多様性に関しては、田中一生・蓮尾直美(1985)が教育実践者指向が48%、管理者指
ri可が15.9%という教師のアイデンティティ類型の調査結果を示している。
(5) ここでいう「研修に関する研究Jとは、本研究が職能成長研究としてまとめた諸研究のこと
であると考えてよい。
(6) 1999年12月に出された教員養成審議会の第三次答申では、現職研修が今後個々の教師の主体
I'J<]関心に基づいて、多様かつ選択可能なものになるようさらに整備と充実を進めるべきである
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としている。
(7) 横湯顕子(1993)や佐々木賢(1998)等、現代の教師像を描く際に強迫パーソナリティ、呪縛、
とらわれ、といった語をキーワードとするものも増えつつある。これらは、いずれも教師の他
律感や無力!惑を表現するものである。
(8) 例えば拙稿(1996)では、学校事故の被告の立場に立たされた教師が自らの行為の正当性を説
i現する場合には、児童・生徒の主体性を尊重するという「教育の論理Jに員IJって説明するよう
な「作法」を身につけていることが窺われた。
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